
初動体制の構築 

 

自分を守る！ ビジネスにつなげる！ 社会貢献をする！ 

04 通信手段の確保や情報の共有を行っている例 / その他事例 

１．インフラ関連事業者 ２． ３． ４．

通信手段の確保と確実につなげるための取組を実施 

事例番号 020
鹿島建設株式会社 

■業種：建設業   ■取組の実施地域：東京都(港区) 

 鹿島建設株式会社では、事業継続計画の一環として、停電時を想定した非常用発電機作動による「社

内 IP 電話」「災害時優先電話」を準備するとともに、輻輳時の対応として「衛星携帯電話」「PHS」

「MCA 無線」など複数の通信手段を確保している。 

 衛星携帯電話は電波状況に左右されるため、訓練を通じて通信良好な地点を探し、マニュアルマッ

プに落とし込みをしている。また、MCA 無線の受信状況が悪い部屋には簡易有線アンテナを設ける

など、情報通信インフラの充実とその効果的な運用に取組んでいる。 

 同社では、有事の際に社員の誰もが使えるよう、今後も反復訓練を行うこととしている。 

 協力会社の被災状況や当社復旧活動への支援可否を早急に把握し、協力可能な会社から人員・重

機・資機材などを早期に確保するための連絡体制を構築している。 

 現場被害状況、顧客被害状況及び得意先要請情報等をデータベースで共有化することにより、早期

対策を図れるようにしている。 

 


